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同
和
行
政． 
同
和
教
育
の
終
了
を

県
民
の
努
力
と
成
果
を
踏
み
に
じ
る

条
例
制
定
は
許
さ
れ
な
い

(1976ffo9月 1EJ 第淵言r~便物認可）

部
落
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
の
歴
史
と
到
達
を
無
視

し
た
部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
成
立
を
踏
ま
え
、
埼
玉
人

権
連
は
5
月
1
日
付
で
県
に
「
同
和
行
政
の
終
結
を
求
め

る
要
求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
要
求
書
」
で
人
権
連
は
、
部
洛
差
別
解
消
推
進
冶
が
新

’
た
な
障
害
と
混
乱
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
と
乏
掃
す

る
と
と
も
に
、
法
の
条
文
で
「
地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
」
「
地

域

2窪
田
に
応
じ
た
襲
警
毒
9
る
よ
う
努
め
る
」
乙
と

が
明
記
さ
れ
、
国
会
の
「
付
帯
決
議
F
で
「
教
育
及
び
啓

人権のひろば

ー
、
人
権
問
題
や
部
落
差

別
の
実
情
に
関
し
て
、
下

記
事
項
に
つ
い
て
ご
回
答

く
た
さ
い
。

（
1
）
県
が
把
握
し
て
い
る

部
落
問
題
在
理
由
と
す
る

「
基
本
的
人
権
の
侵
害
と
不

当
に
差
別
し
た
取
り
扱
い
い

の
2
0
1
5
年
度
・

1
6

年
度
の
県
内
の
件
数
と
具

体
的
な
事
実
（
内
容
）
。

（
2
）
県
が
お
こ
な
っ
て

い
る
各
種
県
民
相
談
の
、

2
0
1
5年
度
・

1
6
年

度
に
お
け
る
相
談
件
数
に

つ
い
て
、
（
山
）
総
件
数
、
②

県
民
生
活
部
に
寄
せ
ら
れ

た
件
数
、
③
人
権
推
進
謀

関
係
の
件
数
、
④
附
和
問

題
に
関
す
る
件
数
と
民
体

的
な
内
需

2017年 7月25日（毎月 25日発行）( 3) 

（3
）
乳
幼
児
に
対
す
る
虐

待
、
学
校
で
の
「
い
じ
め
」

が
依
然
と
し
て
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
県
内

の
状
況
（
件
数
と
主
な
内

容
）
と
原
因
、
解
決
に
つ

い
て
の
県
の
見
解
U

2
、
啓
発
冊
子
『
同
和
問
題

の
解
決
を
め
ざ
し
て
』
（
最

新
版
V

に
関
し
て
、
下
記

事
項
に
つ
い
て
県
の
認
識

や
見
解
を
ご
回
答
く
だ
さ

’u 
（1
）
冊
子
に
繰
り
返
し
書

か
れ
て
い
る
問
和
地
区
」

「
同
和
地
区
の
人
々
」
は
、

現
在
も
存
在
す
る
の
か
。

「
阿
和
地
区
レ
は
ど
こ
か
、

ぺ
附
和
地
区
の
人
々
い
と
は

ど
い
う
人
か
、
恨
拠
は
何

発
に
よ
り
新
た
な
差
別
を
生
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
留

意
し
つ
つ
、
そ
れ
を
具
に
部
落
差
別
の
解
消
に
資
す
る

も
の
と
な
る
よ
う
内
容
・
手
法
等
に
配
慮
す
る
こ
と
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
ζ
と
を
指
摘
。
特
別
措
置
法
終
了

百
年
の
歴
史
的
経
過
と
現
在
の
到
達
状
況
を
踏
ま
え
た

政
策
の
実
行
こ
そ
が
「
真
に
部
落
差
別
の
解
消
に
資
す

る
も
の
」
で
あ
り
、
同
和
行
政
・
同
和
教
育
者
早
急
に

終
結
古
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
求
し
ま
し
た
。
乙
れ
に
基
づ
い
て
7
月
羽

田
に
県
と
巧
話
し
合
い
を
し
ま
す
弘
。

か
。
県
民
か
ら
以
休
的
に
関

わ
れ
た
と
き
、
冊
子
者
発
行

し
て
い
る
県
は
ど
う
説
明
す

る
の
か
。

（2
）
次
項
と
も
関
連
す
る

が
、
「
附
和
問
題
に
関
し
、

現
花
、
ど
の
よ
う
な
問
題
か

起
き
て
い
る
と
甲
山
T

っ
か
」
と

問
う
の
で
は
な
く
、
実
際
の

行
動
・
兇
た
り
聞
い
た
り
自

身
が
受
け
た
り
し
た
体
験
や

事
実
在
問
う
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

3
、
「
人
権
に
関
す
る
県
民

意
識
調
窒
に
閉
じ
て
、
下

記
に
つ
い
高
取
の
認
識
や
見

解
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

（l
）
行
政
が
県
民
か
ら
事

実
の
有
無
に
つ
い
て
の
情
報

や
意
見
を
問
う
こ
と
で
行
政

施
策
の
参
考
と
す
る
こ
と

（
山
論
調
査
）
は
あ
り
得
る

が
、
行
政
が
県
民
の
「
意

識
」
（
内
心
）
在
問
う
行
為

は
、
人
権
尊
震
の
班
念
に

反
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

（2
）
子
ど
も
の
結
婚
に
対

す
る
親
の
「
窓
織
」
や
交

際
に
お
け
る
「
意
識
」
に

関
す
る
2
0
1
1
年
（
平

成
お
年
）
調
査
結
果
は
、

特
別
措
蹴
法
縦
続
の
是
非

を
検
討
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
1
9
9
3年
の
調
査

結
巣
と
比
較
し
て
i

前
進

で
は
な
く
後
退
さ
え
見
ら

れ
る
。初
年
近
い
歳
月
と
人
力
、

経
費
を
か
け
て
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
結
県
に
な
っ
て

い
る
の
か
の
分
析
と
原
閃

政
任
が
問
わ
れ
て

究
明
、
いる。
（
3
）
綴
近
の
i

窓
識
調

査
い
の
質
問
明
日
に
1

身

元
調
査
L

や
ぺ
仁
地
澗

査
」
な
ど
、
対
い
附
代
一

を
は
じ
め
県
民
に
理
解

し
が
た
い
明
日
が
新
た

に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
－
部

の
人
た
ち
が
問
題
に
し
て

い
る
項
目
が
加
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

知
ら
な
い
人
に
新
た
な

繰
解
や
偏
見
を
植
え
付
け

る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
問

題
の
寅
任
は
県
民
一
般
の

側
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

戸
籍
簿
管
理
者
で
あ
る
行
一

政
の
賞
任
で
あ
り
、
特
別

法
終
了
日
年
の
現
在
も
な

お
「
問
和
地
区
ん
の
用
語
一

を
使
用
し
続
け
る
行
政
の

責
任
こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
一

る
こ
と
を
認
識
す
る
べ
き
一

T
は
な
い
の
か
。

「
人
種
底
識
調
査
」
が
も

た
ら
し
て
い
る
問
題
を
検

討
し
、
「
意
識
澗
査
」
の
廃

止
を
求
め
ま
す
。

4
、
部
落
差
別
解
消
推
進

法
に
関
し
て
、
県
の
方
針
一

と
見
解
を
ご
回
答
く
だ
さ

，し（1
）
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
、
お

よ
び
閃
会
の
耐
情
決
静

に
つ
い
て
の
現
時
点
で
の

県
の
見
解
と
具
体
的
な
方

阜
市
島（2
）
1
附
帯
決
議
い
に
、
l

過

去
の
民
間
運
動
間
体
の
行

き
過
ぎ
た
－
f

一
間
動
等
、
部
消

差
別
の
解
消
を
附
得
し
て

い
た
袈
闘
を
踏
ま
え
、
ー
こ

れ
に
対
す
る
対
策
を
講
ず

る
こ
と
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
寸
部
落
差
別
の
解
消
を

問
中
再
開
し
て
い
た
要
悶
！
の

具
体
的
な
内
容
と
対
策
に

対
す
る
県
の
認
識
と
方
針
H

（3
）
昨
年
比
月
の
埼
玉
県

議
室
一
般
質
問
で
民
葬
・

無
所
属
の
会
の
県
議
が
、

「
法
律
は
で
き
た
が
鮒
則
の

な
い
理
念
法
で
、
人
権
無

視
、
憲
法
無
視
の
行
為
を

取
り
締
ま
れ
な
い
、
罰
則

規
定
が
あ
る
法
律
が
で
き

る
ま
で
は
条
例
で
規
制
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
主
張
。

県
民
生
活
部
長
は
、
条

例
に
つ
い
て
は
、
規
制
す

る
行
為
の
定
義
、
違
反
行

為
の
要
件
、
違
反
の
認
定

な
ど
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
、
先
行
自

治
体
の
条
例
を
参
考
に
必

要
性
と
効
果
を
研
究
し
て

い
く
と
答
弁
。
さ
ら
に
議

員
の
再
質
問
に
県
民
生
活

部
長
時
間
和
問
題
は
土

地
と
の
関
わ
り
合
い
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
禁

別
で
あ
り
、
「
刑
罰
を
科
す

こ
と
に
な
る
と
、
同
和
地

…
院
を
改
め
て
定
め
る
必
要

が
あ
る
な
ど
い
ろ
い
ろ

課
題
が
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
ー
そ
う
い
う
繰
越
も
踏

ま
え
て
、
議
員
の
熱
い
思

い
を
踏
ま
え
、
条
例
制
定

者
前
提
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
閉
待
し
ま
し
た
。

部
部
経
別
解
消
推
進

法
は
部
落
問
題
解
決
へ

の
取
り
組
み
の
膝
史
に

逆
行
す
る
法
で
は
あ
る

が
、
罰
則
規
定
の
な
い
部

縫
い
店
別
を
な
く
す
た
め

の
開
念
法
と
し
て
定
め

ら
れ
た
法
律
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
で

悶
則
規
定
を
設
け
る
な
ど

は
論
外
で
あ
り
、
特
別
に

条
例
を
必
要
と
す
る
状

汎
は
埼
玉
県
に
は
な
い
。

ー
条
例
制
定
左
前
提
に
進

め
て
い
き
た
い
」
と
の
回

答
は
、
部
落
差
別
解
消
の

こ
れ
ま
で
の
県
民
の
努
力

と
成
果
を
踏
み
に
じ
り
新

た
な
混
乱
を
招
く
も
の
で

県
民
の
理
解
と
合
意
は
得

ら
れ
な
い
。
罰
則
規
定
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
新
た
な

条
例
を
制
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
の
県
の
児
解
を
明

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（4
）
部
滞
解
放
問
問
中
王
導

の
人
権
教
育
・
開
発
推
進

崎
玉
県
実
行
委
員
会
が
部

落
差
別
解
消
推
進
法
成
立

へ
の
県
の
支
援
に
感
謝
の

意
を
表
明
し
て
い
る
が
、

法
成
虫
に
当
た
っ
て
県
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

慢
在
し
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
り

ま
た
県
は
、
人
権
整
日
・

（

2
面
最
下
段
の
続
き
）
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視市に切視閑条
社民奮る、家の
会の闘国弾秘改
老自す民圧密悪

事 項 調査年 1983（昭58)1993（平5)2010（平22)

子どもの意思を尊重する 57・8% 57・4 % 52・4 % 

子どもの意思強ければ仕方がない 32・7 36・9 26・6

結婚を毘める 90・5 94・3 79・0

子どもの結婚に 家族・親戚が反対なら認めない 5・4 2・8 1・3

対する親の態度 絶対に結婚は認めない 3・2 2・0 1・2

先方から断らせる 0・9

結婚を臨めない 9・5 4・8 2・5

わからない 16・0

不明・無回答 0・8 1・2

これまで通り親しくつきあう 90・5 90・2 75・5

表萄的にはっきあう 7・5 8・5

相手が同和地区αつきあいはやめる 0・6 0・3 0・6

人と分かった時 できるだけつきあいを避ける 2・7 

わからない 20・o
無回答 1 ・4 1・0 1司3

啓
発
推
進
崎
玉
県
実
行

委
員
会
の
要
請
が
、
県

庁
舎
で
は
な
く
知
事
公

館
で
受
け
る
特
別
な
対

応
を
続
け
て
い
る
が
、

そ
の
瑚
白
老
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
公
平

公
正
な
対
応
を
す
る
よ

う
改
め
る
こ
と
口

5
、
同
和
行
政
・
同
和

教
育
行
政
を
終
了
さ
せ

る
と
と
。
。

（
1
）
特
別
法
終
了
時

（

2
0
0
2年

3
3
に

策
定
さ
れ
た
「
平
成
凶

年
度
以
降
の
同
和
対
策

関
係
施
策
の
取
扱
い
に

つ
い
て
l

は
、
教
育
・

啓
発
老
人
円
め
て
既
に
役

割
を
終
え
て
お
り
、
こ

れ
を
廃
止
し
同
和
行
政
・

同
和
教
育
行
政
を
終
了

さ
せ
る
こ
と
。

（
2
）
「
同
和
教
育
」
に

つ
い
て
、
①
そ
も
そ
も

歴
史
的
に
叶
同
和
教
育
i

の
必
要
性
は
何
で
あ
っ
果

た
か
、
そ
し
て
そ
の
必
結

要
性
は
現
住
ど
う
な
っ
翻

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
識

す

る

こ

と

。

栴

（
3
）
発
達
段
階
を
無
人

視
し
て
義
務
教
背
（
特
却

に
小
学
校
）
の
授
業
で
埼

部
落
問
題
（
同
和
問
題
）

を
教
え
る
の
は
問
題
で
，

は
な
い
か
。
廃
止
に
向

け
検
討
さ
れ
る
よ
う
袋

望
し
ま
す
。
以
ト
し

も
た
ら
す
1

共
謀
罪
」
法

の
強
行
採
決
に
断
周
抗
議

し
焼
案
者
求
め
る
。

以
ト
ぃ
、
決
議
す
る
0

2
0
1
7年
7
片
2
日

摺
玉
県
捜
会
覇
連
接

第
凶
同
定
期
大
会

大
会
で
選
出
さ
れ
た

今
年
度
県
連
復
員

会
長
．
ニ
枝
茂
夫
（
契
合
）

副
会
長
東
原
－
一
郎
（
南
河
原
）

問

松

本

賢

次

（

花

園

）

事
務
局
長
山
本
喜
伏
雄
（
大
宮
）

事
務
局
次
長
川
崎
栄
蔵
（
上
尾
）

常
任
幹
事
内
海
ハ
ル
子
（
神
川
）

向
笠
本
荒
川
市
（
本
庄
）

小
林
久
男
（
熊
谷
）

宮
津
明
（
熊
ハ
合
）

古
旧
務
（
上
尾
）

同基問


